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本アンケート設問に対するご回答は、下記の専用ホームページをご利用下さい。 

（但し、インターネット環境をお持ちでない方は、本紙に直接記入のうえ FAX して頂くこともできます） 

URL http://www.ari.co.jp/farci/    FAX 03-5425-1262 

建設企業の会計と経営に関する実態調査 

 

貴社の概要について 
 
≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 1 貴社の許可区分を教えて下さい。(回答は一つ)  

1. 大臣許可 

2. 知事許可 
 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 2 完成工事高の額（過去３カ年の平均）を教えて下さい。(回答は一つ)  

1. 5 億円未満 

2. 5 億円以上 10 億円未満 

3. 10 億円以上 20 億円未満 

4. 20 億円以上 30 億円未満 

5. 30 億円以上 50 億円未満 

6. 50 億円以上 100 億円未満 

7. 100 億円以上 
 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 3 純資産（自己資本）の額（過去３カ年の平均）を教えて下さい。(回答は一つ)  

1. 1,000 万円未満 

2. 1,000 万円以上 3,000 万円未満 

3. 3,000 万円以上 5,000 万円未満 

4. 5,000 万円以上 1 億円未満 

5. 1 億円以上 
 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 4 主たる業種を教えて下さい。(回答は一つ) 

1. 土木・建築 

2. 土木 

3. 建築 

4. 設備 

5. 設備を除く専門工事業 
 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 5 常勤役員および従業員の数（本店、支店、営業所等に常勤者として勤務するすべての人数）を教

えて下さい。(回答は一つ) 

1. 5 人未満 

2. 5 人以上 10 人未満 

3. 10 人以上 20 人未満 

4. 20 人以上 30 人未満 

5. 30 人以上 50 人未満 

6. 50 人以上 100 人未満 

7. 100 人以上 

http://www.ari.co.jp/farci/
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貴社の会計整理の方針等 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 6 貴社の会計政策、会計方針、会計業務等の基本的な在り方は、だれを中心に決定していますか。

あてはまるものを選んで下さい。（回答は複数も可） 

1. 経理部長など、組織の中で経理全般に責任をもっている方 

2. 社長、その他の役員 

3. 日常、会計処理を担当している内部の担当者 

4. 顧問税理士、あるいはそれに類する外部の会計専門職 

5. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 7 経常的な会計処理は、基本的に、どのような規範(基準や法律など)に基づいて整理していますか。

（回答は複数も可） 

1. 原則として、日本の企業会計基準(「工事契約会計基準」など)に準拠して整理している 

2. 原則として、建設業法及び同施行規則を重視して整理している 

3. 原則として、法人税や所得税などの税法の規定を重視して整理している 

4. 「中小企業の会計に関する指針」あるいは「中小企業の会計に関する基本要領」に準拠して整

理している 

5. その他（具体的に           ） 

 
 

収益(売上高等)の会計処理 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 8 貴社では、受注した工事の収益は、いつの時点で「完成工事高(売上高)」に計上していますか。

主に受注している工事における適用基準を教えて下さい。（回答は複数も可） 

1. 受注した工事に関するすべての業務が完了した時 

2. 受注工事が完成し、対価としての金額を受領した時 

3. 月末あるいは期末に各々の完成度合いを判定して、それに応じた金額を計上している 

4. 工事契約会計基準の規定にしたがって、収益を計上している 

5. 国際会計基準の規定にしたがって、収益を計上している 

6. 「収益認識に関する会計基準」にしたがって、収益を計上している 

7. 法人税法あるいは所得税法(それらの施行規則等を含む)の規定にしたがつて、収益を計上している 

8. 顧問税理士の判断あるいはその他の会計専門職の判断にゆだねている 

9. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 9 現時点において、工事進行基準を適用する工事には、どのような範囲を定めていますか。（回答

は一つ） 

1. 工期及び契約金額の両方または一方を定め、これに該当する工事契約に工事進行基準を適用し

ている 

2. 特に範囲を設けず、決算の状況等により適宜判断している 

3. 工事進行基準は全く適用していない → 問 11へ 

4. その他（具体的に           ） 
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≪問9で「1」「2」「4」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 10 工事進行基準を適用するうえで、どのような問題が生じていますか。（回答は複数も可） 

1. 現場の情報と経理の情報の共有に関する問題 

2. 決算整理手続きに関する問題 

3. 総工事原価の見積り等、見積りの精度に関する問題 

4. 特に問題はない 

5. その他（具体的に           ） 

≪問9で「3」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 11 工事進行基準を全く適用していない理由を教えて下さい。（回答は複数も可） 

1. 現場事務、経理事務が煩雑になるため 

2. システム対応等、多額の初期投資費用を要するため 

3. 出来高払い制度などの未整備のものに伴う納税資金の負担のため 

4. 税法上の強制適用工事(1 年以上 10 億円以上)が存在しないため 

5. その他（具体的に           ） 

 
 

予算管理の基本 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 12 実行予算を作成していますか。（回答は一つ） 

1. 原則として、実行予算書を作成している 

2. 原則として、実行予算書は作成していない → 問 16へ 

≪問12で「1」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 13 実行予算の原案は、誰が作成していますか。（回答は一つ） 

1. 作業所長等の現場責任者  

2. 現場の担当者  

3. 本社工務部、設計部等 

4. その他（具体的に           ） 

≪問12で「1」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 14 実行予算は、社内でどのように承認されていますか。（回答は一つ） 

1. 経営者またはこれに準ずる者によって承認されている 

2. 作成担当部署等の長によって承認されている 

3. 原案がそのまま採用されている 

4. その他（具体的に           ） 

≪問12で「1」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 15 実行予算上の原価が適正であるかどうかについて検証していますか。（回答は複数も可） 

1. 会計監査人または会計参与が検証している 

2. 経営幹部が工事契約ごとの情報を詳細に検証している 

3. 見積担当者以外の者が定期的に検証している 

4. その他（具体的に           ） 

5. 検証していない 
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原価計算・原価管理の基本 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 16 工事原価の範囲をどのように定めて適用していますか。（回答は一つ） 

1. 建設業法等の規定を斟酌し、工事原価と一般管理費とを明確に区別して処理している 

2. 工事原価の範囲については、工事契約ごとに判断している 

3. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 17 工事原価は、どのような方法で会計処理していますか。（回答は一つ） 

1. 工事契約ごとに発生原価を集計し、個別原価計算を実施している 

2. 工事契約ごとの原価集計は行っていないが、月末あるいは期末において工事契約ごとに原価を

按分している 

3. 工事契約ごとの原価集計は行っておらず、期末に完成分と未成分とに一括して按分している 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 18 材料費は、原則的にどのように計上していますか。（回答は一つ） 

1. 購入時に材料貯蔵品とし、消費した時点で未成工事支出金（材料費）に振り替える 

2. 購入時に未成工事支出金（材料費）とし、決算時に未使用の残材を材料貯蔵品に振り替える 

3. 請求書到着時に未成工事支出金（材料費）を計上する 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 19 外注費は、原則的にどのように計上していますか。（回答は一つ） 

1. 出来高または出来形に応じて未成工事支出金（外注費）を計上する 

2. 請求書到着時に未成工事支出金（外注費）を計上する 

3. 支払時に未成工事支出金（外注費）を計上する 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 20 外注した工事費用は、どのように支払っていますか。（回答は一つ） 

1. 原則として、月次の出来高に応じて支払っている 

2. 原則として、工事完了後に一括して支払っている 

3. その他（具体的に           ） 

 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 21 工事の進捗等における工事現場と管理部門間における情報共有として、あてはまるものを教え

て下さい。（回答は一つ） 

1. 工事現場と経理等の管理部門との情報共有が、十分に図られている 

2. 工事現場と経理等の管理部門との情報共有が、ほぼ図られている 

3. 工事現場と経理等の管理部門との情報共有が、図られていない 

4. その他（具体的に           ） 
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経常的な会計処理の基本 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 22 直近の事業年度末における売上債権（受取手形、完成工事未収入金など）に占める回収困難と

見込まれる債権（相手先の倒産等により回収困難な売掛金等）の割合を、教えて下さい。（回答

は一つ） 

1. 0％ 

2. 0％超 5％未満 

3. 5％以上 10％未満 

4. 10％以上 20％未満 

5. 20％以上 50％未満 

6. 50％以上 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 23 貸倒引当金は、どのように設定していますか。（回答は一つ） 

1. 過去の貸倒実績率に基づいて設定している（実績繰入率） 

2. 法人税法に規定する率に基づいて設定している（法定繰入率） 

3. 設定していない 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 24 事業年度末における未成工事支出金がその後、施工の中断のために代金が回収不能となった場

合は、どのように会計処理をしますか。（回答は複数も可） 

1. これまで未成工事支出金に、代金を回収できなかったものは含まれていない 

2. 代金を回収できないものは、完成工事原価に振り替える予定である 

3. 代金を回収できないものは、販売費及び一般管理費に振り替える予定である 

4. 代金を回収できないものは、営業外費用に振り替える予定である 

5. 代金を回収できないものは、特別損失に振り替える予定である 

6. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 25 有形固定資産の減価償却は、どのような方法で会計処理していますか。（回答は一つ） 

1. 原則として、毎期規則的に償却している 

2. 決算の状況を踏まえて、減価償却実施の有無を考慮している 

3. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 26 退職給付引当金は、どのような会計処理について教えて下さい。（回答は一つ） 

1. 退職一時金制度があり、引当金を設定している 

2. 退職一時金制度があり、外部機関に拠出した掛金を費用処理している 

3. 退職一時金制度はない 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 27 工事損失引当金は、どのように会計処理していますか。（回答は一つ） 

1. 赤字が見込まれる工事契約について、工事損失引当金を計上している 

2. 赤字が見込まれる工事契約であっても、工事損失引当金を計上していない 

3. 赤字工事を、受注したことがない 

4. その他（具体的に           ） 
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≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 28 貴社では、どのようなリース資産を保有していますか。あてはまるものを教えて下さい。（回答

は複数も可） 

1. 工事用の重機械 

2. 工事用の仮設資材・機材 

3. 車両 

4. 事務用備品 

5. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 29 リース取引の会計処理として、あてはまるものを教えて下さい。（回答は一つ） 

1. リース取引を行っており、リース資産・リース債務を計上している。あるいはしたことがある 

2. リース取引については、すべての取引において発生する賃借料を工事原価または一般管理費と

して処理している 

3. リース取引はない 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 30 資金管理のために作成している報告書を教えて下さい。（回答は複数も可） 

1. キャッシュフロー計算書 

2. 資金運用表、資金繰り表など資金管理に関する書類（「1」を除く） 

3. 特に作成していない 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

*問 31 ＪＶ工事の実績の有無とその完成工事高の計上方法を、教えて下さい。（回答は複数も可） 

1. ＪＶ工事の実績があり、ＪＶ工事全体の請負金額を完成工事高として計上している 

2. ＪＶ工事の実績があり、自社の出資割合に応じた金額を完成工事高として計上している 

3. ＪＶ工事の実績がない → 問 33へ 

4. その他（具体的に           ） 

≪問31で「1」「2」「4」と回答した方にお尋ねします≫ 

*問 32 スポンサーとなったＪＶ工事の会計処理として、あてはまるものを教えて下さい。（回答は複数

も可） 

1. 自社の個別工事管理のための経理とは区別して処理する(いわゆる独立会計方式)を採用している 

2. 自社の経理システムの中で処理しているが、工事番号で区別し、決算時に精算している 

3. ＪＶ工事の実績はあるが、スポンサーの経験はない 

4. その他（具体的に           ） 

≪すべての方にお尋ねします≫ 

 問 33 最後に、建設業の会計や経営に関係して、制度的な改革の必要性に対する考えやご意見、また

はご要望等があればお聞かせください 

 

 

 

 

 

設問は以上です。ご回答ありがとうございました。 


